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臨床検査技師がシックハウスで公務災害認定
　宝塚市民病院　作業環境測定不正事件　宝塚市職員労働組合

新事務所に移転します！

剥離剤による中毒に注意！
　火災や中毒多発で厚生労働省が通達発出

「塩基性酸化マンガン」と「溶接ヒューム」に対する
　特定化学物質としての新たな規制

死ぬまで元気です　vol.29　右田孝雄

振動障害の検査　不足する医療機関

韓国からのニュース
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˗「γοΫϋεީ܈」ൃ

2019 年７月、ๅ௩ཱࢢ病院の病理ࠪݕ

担当のྟচࢣٕࠪݕがγοΫϋウスީ܈

を発した。

ඃ害者は４年΄どલ（2016 年）から、

病理ࣨࠪݕにग़勤するとඓ水がग़るという

状が͋った。2019 年 � 月Լ०からは、

ඓ水・のどの痛Έ・目の痛Έといった状

が日に日にڧく現れだした。同年̔月̔日

のग़勤時、病理ࣨࠪݕ内のΓग़し ( ˎ )

ࣨ入Γޱ付ۙに行くと、೪性のඓ水が大ྔ

にग़だし、のどにҧ感を֮えた。また、

他の職員も同時ظから頭痛を感じていたこ

とが判明した。̔�月 30 日、アレルΪーՊ

で「ش発性有機Խ合物（ϗルムアルデώυ、

キγレン）によるγοΫϋウスީ܈」、

「̍ϱ月の自療ᝳが必要」と診断され、

ҩࢣからは「ࠓ後、日ৗ生׆（Ҿӽし、Ո

の৽ங）でも状がग़る可能性が͋るの

で意が必要」とݴΘれた。

ඃ害者の通ใによΓ、2019 年̔月 26

日にٶ労働ج४ಜ署がཱち入Γࠪݕを

行い、ཱࢢ病院は同年̕月 13 日に労働安

全Ӵ生法にͮجくੋਖ਼ࠂקとվળࢦ導を受

けた。ඃ害者はๅ௩ࢢ職員労働組合（以Լ、

労働組合）とともに事故にࢸった不ਖ਼行ҝ

をؚむ事実関係の確認と公ද、దなँ罪

を求めてきたが、病院ଆは不合な事実を

Ӆณしようとし、ඃ害者にき合͓うとし

てこなかった。�ͦれどこΖか、ඃ害者の

訴えにରして「境を整備（վम工事）�す

るのに、ͦれ以外にԿの問題が͋るのか」

とし、他の職員にରして事実関係を説明す

ることもなかった。

2019 年�8 月に公務災害認定申請を行っ

たが、病院ଆのใࠂは事実とҟなΓ、ඃ害

者は労働組合の協力のもと、加ࢿ料を提

ग़し事実関係を説明することを༨儀なくさ

れた。ͦして、一年ۙくかかΓ2020 年 �

月1�日にようく、ඃ害者は公務災害の

認定を受けた。これはඃ害者救ࡁの一าで

は͋るが、ඃ害が業務に起因することが認

められたにす͗ず、不ਖ਼行ҝの事実とඃ害

にࢸるܦҢが明らかにされたΘけではない。
˞Γग़しʹࠪݕに必要な組৫ยをΓऔる作業

˗์ஔ͞Εͨഉؾஔのෆ۩߹

この事݅のຊ質は、ඃ害者らの職場վળ

要が年無ࢹされ、作業境ଌ定（ϗル

ムアルデώυのೱଌ定）の不ਖ਼がଓけ

られ、ഉ気装置の不۩合が์置されてきた

ྟচࢣٕࠪݕがγοΫϋεͰެࡂ害ೝ定
ๅ௩ࢢຽපӃɹ࡞業ڥଌ定ෆਖ਼事݅

Ӆณͱのಆ͍
ᐆሯᕷ職ဨ労ാ⤌ྜ
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シοクハウスで公災認定

ことに͋る。

ඃ害にࢸったݪ因として病院ଆは�、ᶃ

当時、ඃ害者の作業ྔが一時的に૿加した

こと、ᶄ気装置の不۩合によΓ一時的に

作業境に͓けるԽֶ物質のೱが上ঢし

たこと、として一ա性の問題という認識を

ࣔした�（2020 年̒月 1� 日ٞ会に͓ける

明ੴ病院事業管理者のห）。また、病院

ଆはഉ気装置の不۩合を์置してきた理由

にͭいて、「年２回の作業境ଌ定に͓い

て、ୈ̍管理۠分 ( ˎ ) の݁果がग़ていた

ので、ૣٸにվमしなければならないとの

認識がなかった」としている�（2019 年 11

月 1 日、ੋਖ਼ࠂקの事実にͭいての৽ฉ

。（者発දه

աڈのهによる

と、病理ࣨࠪݕで

は 200� 年 11 月に

ॳめて作業境ଌ定

が実ࢪされ、以དྷ

2010 年７月までの

７回のଌ定に͓いて

（2009 年５月ଌ定

の「ୈ 2 管理۠分」�

をআく）「ୈ 3 管理

۠分」がଓいた。こ

の間、様々な試Έが

なされたがվળする

ことなく、2011 年

̏月に気・ഉ気装

置のվम工事が実ࢪ

された。

とこΖが、ͦの

直後（2011 年̏月
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2020年7月22日　神戸新聞　朝刊

29 日）の作業境ଌ定では、Γग़し作

業が行Θれていない状態で実ࢪされたにも

かかΘらずな 「͓ୈ２管理۠分」となった。

この時のଌ定݁果にͭいて病院ଆは「一定

のޮ果をಘた」とධし、安全Ӵ生委員会に

վળ状況としてใࠂされた。վम工事とଌ

定݁果の関係をਫ਼ࠪすることなく、ͦの後

に加工事が行Θれることはなかった。
�˞ୈ1管理۠分ʹదで͋ると判断される状態

ɹୈ2管理۠分ʹվળの༨が͋ると判断され

る状態

ɹୈ3管理۠分ʹ不దで͋ると判断される状

態
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˗Ӆณ͞ΕΔෆਖ਼ߦҝ

病院ଆは、作業した状態で作業境ଌ定

を受ければ「ୈ２管理۠分」以上の݁果

がग़る可能性を認識していたとߟえられ

る。このことは、上࢘のূݴ「ୈ̏管理۠

分がଓき、Γग़しࣨの大نなվम工

事（2011 年̏月）が͋った。ͦの後、

境を整えているのにج४をえるという

ことは作業のํが悪い、とࢦఠされると

。った�（2019�11��５）」がཪ付けているࢥ

෩は、2015ޚ所ഉ気装置の੍ہ 年̕

月のଌ定։࢝以དྷずっとج४をԼ回って

いた。ඃ害者と病理ҩが܁Γฦし上࢘に相

談してきたが、「ۚમ的な問題」と「作業

境ଌ定でୈ̍管理۠分」を理由に、上࢘

の判断で์置されてきた。

病院ଆは、作業境ଌ定のଌ定をえ

るために不ਖ਼行ҝ（લ日からの気、ଌ

定後に�作業をしないというࣔࢦのもと̕

時ࠒにଌ定）をଓけ、「ୈ 1 管理۠分」を

維持しようとしてきた。2016 年̏月の作

業境ଌ定は、上࢘がଌ定日をࣦ೦して

いたとࢥΘれ「ୈ 3�管理۠分」となった

が、この点にͭいて明ੴ病院事業管理者は

2020 年̒月ٞ会で、�「ଌ定લにϗルマリン

をこ΅したことがଌ定にӨڹした」との

上࢘のূݴをもとに事実関係を確認すると

した。とこΖが、ඃ害者、上࢘ともこ΅し

て͓らず、ূݴ者で͋る上࢘は୭がいͭこ

΅したかΘからないという不可ղなことに

なっている。ඃ害者他のূݴ者と上࢘の

見ղがҟなるにもかかΘらず、「上࢘がଌ

定日をࣦ೦していた」というূݴにはٴݴ

せず、病院ଆに合のいい「ϗルマリンを

こ΅した」という上࢘のۃめて不自然なূ

。ຊに調ࠪする態をࣔしたجをݴ

「ୈ 3 管理۠分」となった直後、「ہ所

ഉ気のվमがࠔ」との理由で、上࢘は「࠶

ͼୈ̏管理۠分になるとࣨࠪݕがえなく

なる」とし、Ҿきଓき不ਖ਼行ҝをࣔࢦした。

一ํで、病理ҩඃ害者のࢦఠも͋Γ、ଌ

定時にΧϞϑラーδϡとしてϘトルに入っ

たখさいݕ体のΈのॲ理がなされていた

が、લ日からの気ே̕時ա͗からのଌ

定はଓいた。

໌͚Δの͔「පӃのҋཱࢢ」˗

2019 年 11 月̍日にੋਖ਼ࠂקの事実が

৽ฉใಓされる、病院ଆはୈࡾ者による

調ࠪをすることをࣔした。病院自ら不ਖ਼

行ҝをؚむ事�実関係の調ࠪをして公දす

るを์غし、「ୈࡾ者」をӅれຸにし

ようというもので͋る。ͦの後、事݅の෩

Խをͭかのように、一に動きग़す気

がないまま時が流れた。当ॳ、病院ଆは調

ࠪϝンόーの໊ࢯをඇ公ද�としてきたが、

2020 年̒月ٞ会に͓いて、調ࠪϝンόー

としてห࢜ޢと大ֶڭतの໊を͋͛た。と

こΖが、この大ֶڭतがཱࢢ病院とۙしい

ことをٞ員にࢦఠされ、後にࢢの求めに

よΓห࢜ޢをؚめて࠶બߟするにࢸった。

病院はཱࢢ、年ࠓ回の事݅を受けてࠓ

ฌݿ労働ہから「Ӵ生管理特ผࢦ導事業

場」にࢦ定され、有害業務を行う์射線ٕ

の職場を中心に安全Ӵ生ࢣٕࠪݕとྟচࢣ

シοクハウスで公災認定
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վળ計ըがまとめられる༧定で͋る。調ࠪ

のաఔで、ઐのӴ生管理者の不在、Ӵ

生工ֶӴ生管理者のະબといった法ྩҧ

がࢦఠされている。また、事݅が発֮す

るまで、特定Խֶ物質有機༹ࡎをѻう職

場で必ਢの作業ओすらબされていな

かった。これらのҧ法行ҝが不問にされて

きた病院の体質が、ࠓ回の災Ւをটく

となっていた。

現在、病理ࣨࠪݕでは、労働ج४ಜ署

のࢦ導によるվम工事が７月に成し、

̍年ۙくにΘたるಟマスΫをͭけての作

業からはղ์されようとしている。一ํで、

合の悪いことはӅすという病院の姿は

。もมΘっていないࠓ

ୈࡾ者による調ࠪはようくࠓ年̔月に

なって։࢝された。公ਖ਼な調ࠪ݁果をち、

けた一าとしたい。（ๅ生に࠶病院のཱࢢ

௩ࢢ職員労働組合）

2020年 11 月 11 日から
新事務所に移転します！

下هにมߋになります。よろしく͓ئいします。

˟ 550�0001 େ阪市区ࠤງ 1ஸ 6�3 ̟Ａ̢日ຊ会館 5֊

市ຽΦϑィス内　関労働者安全ηンター

電ɿ06�6476�8220　F"9ɿ06�6476�8229

ˎେ阪メトロ「ංڮޙ」Ӻɾ京阪「ลڮ」Ӻ下車

シοクハウスで公災認定



関西労災職業病 2020.10 No.5156

ް生労働লは 2020 年̔月 1� 日、ະن

੍物質で͋るϕンδルアルίール特Խଇ

物質δΫϩϩϝタンをؚ有するృ料のണ

ࡎによるՐ災中ಟ事Ҋがස発している

ことから「ണࡎを用したృ料のണ作

業に͓ける労働災害ࢭにͭいて」ج安Խ

発 081� ୈ̍号ྩ２（2020）年 8 月 1�

日を発ग़した。（IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�

IPVSFJ�EPD�UTVDIJ�T20091�,0010�QEG か

らμウンϩーυ）

ϕンδルアルίールは特Խଇの੍نର

となっていない物質で͋Γ、12� δΫϩ

ϩプϩパン（管がん事݅のݪ因物質）

Φルトϑタルアルデώυ（ҩ療用ফಟࡎに

よるൽෘ・ثٵݺのݪ因物質）を起させ

る事Ҋで͋る。

安қなະ੍ن物質の用をڧ力に੍す

るجຊݪଇの法੍Խが必要で͋ることをվ

めて実感する。

ృ໘ണࡎは、ృ料のണ作業アスϕ

ストআڈ作業などさま͟まな現場で用さ

れて͓Γ特ஈの意を要する。

ɾຫੑো害ɺ͕Μੑٸ

通ୡは発の可能性の͋る健康障害にͭ

いて、ٸ性中ಟだけにとどまらない点にͭ

いて࣍のようにड़べている。

「ണࡎにؚ有されているԽֶ物質の中

には、上هの発生事例に͋るՐ災にͭなが

るҾՐ性の͋るもの中ಟにͭながるٸ性

ಟ性の͋るものだけでなく、発がん性が͋

るもの（ൽෘからٵ収されることによΓが

んが発生する͓ͦれが͋るものをؚむ。）、

生৩ಟ性（ばく露することで生৩能力ຢは

ࣇの悪Өڹの͓ͦれが͋るもの。）、

෮ばく露によΓਆܦ系の障害をҾき起こす

͓ͦれが͋るもの、؟・ൽෘܹ性の͋る

もの（؟に入ったΓ、ൽෘに付ணすること

で重い薬傷（いΘΏるԽֶけど）をҾき

起こす͓ͦれが͋るものをؚむ。）も͋る。」

通ୡにはՐ災中ಟ事例が例ࣔされて͓

Γߟࢀになるが、ۙ࠷のՐ災例としては࣍

の事例が͋った。

˗ണࡎに用されたϕンδルアルίール

が関連したՐ災例

Ր災事故では、౦໊高の中٢ా高Սڮ

に͓いて 2019 年 11 月 21 日に、ڮྊܻ

Լでのృ装ృସえ工事に͓いてണࡎによ

るط設ృບのআڈ作業をしていたとこΖ、

Ր災が発生し、作業員が̍人死亡、10 人

がෛ傷するという重大事故が発生してい

る。

˞中日ຊ高ಓ路ɹ౦໊中٢ా高Սڮృସ

え工事によるՐ災事故࠶発ࢭ委員会ୈ一

回会合を։࠵（ಓ路ߏ物δϟーφル̣̚

̩ IUUQT���XXX�LP[PCVUTV�IP[FO�KPVSOBM�

ണࡎにΑΔதಟにҙʂ
ՐࡂதಟଟൃͰްੜ࿑ಇল͕௨ୡൃग़
未規制物質ベンジルアルコール・特化物ジクロロメタンなど含有
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OFU�OFXT�EFUBJM�QIQ JE�539�QBHF�1）

˗ണࡎ由དྷのٸ性中ಟ例

通ୡには࣍のඃ災事例がࡌܝされてい

る。

「（２）発生事例（中ಟ）

アɹ内でのচのタイルΧーϖοトのுସ

工事のࡍ、δΫϩϩϝタンؚ有のണࡎ

によΓΧーϖοトఫڈ後にったݹい接

ணࡎのআڈ作業を行っていたとこΖ、中

ಟとなΓ、意識をࣦった。災害当時、

気ઔを付けて͓らず、また、ಟマスΫ

をண用していたがഁաしていた可能性が

高い。

イɹڮྊ工事に͓いて、ϕンδルアルίー

ルؚ有のണࡎによΓܻのృ料のണ作

業を行っていたとこΖ、複໊が意識不

明Լが͓΅ͭかなくなった。災害当

時、全体気はなされて͓Γ、また、

を۩ޢ用保ٵݺͼ電動ϑΝン付きٴ服ޢ

ண用していた。

ウɹమےίンΫリートのࣷߍղ体工事に

͓いて、ੴ໖ؚ有の外นࡐにണࡎ（成

分不明）をਧき付けてআڈ作業中、５໊

が体調不ྑとなΓ、എ中にもԽֶ

けどをෛった。ٵݺ用保ޢ۩をண用して

いた。

Τɹڮྊ工事に͓いて、ϕンδルアルίー

ルؚ有のണࡎによΓܻのృບのআڈ作

業を行っていたとこΖ、複໊がుき気

֮ࢹ障害などを発した。ඃ災当時、

ޢ服ڸ؟ޢはண用していたが、ݺ

。のண用状況は不明۩ޢ用保ٵ

Φɹ作業場に͓いてണࡎ（成分不明）

を用いてృບআڈ作業中、ണࡎのش発

ৠ気をٵҾして一時的に意識障害にؕ

Γ、場から転མした。また、転མ時に

ണࡎの༰ثをし、中に入っていたണ

ࡎをཋͼてԽֶけどをෛった。

Χɹڮྊ工事に͓いて、ണࡎのס૩を

、するためビχルγートでཆ生を行いࢭ

ϕンδルアルίールؚ有のണࡎによΓ

ܻのృ料のണ作業を行っていたとこ

Ζ、意識をࣦった。災害当時、気は行っ

て͓Γ、また、ޢ服ٴͼಟマスΫを

ண用していたが、ಟマスΫのٵ収؈の

ഁա時間の管理を行っていなかった。

キɹڮྊృ装工事に͓いて、Ԍγートと

ް手のビχルγートでཆ生された境Լ

でϕンδルアルίールؚ有のృບണࡎ

のਧき付け作業を行っていたとこΖ、意

識をࣦった。ඃ災当時、ޢ服ٴͼಟ

マスΫをண用していた。」

தಟ ���൪のใࠂ

中ಟ 110 ൪（中ಟใηンター運営）

では、すでに 2014 年から 2020 年までに

̔݅のണࡎにؚまれるϕンδルアルίー

ルによる中ಟを受৴していたことをใࠂし

ている（࣍ϖーδද）。

回のް労ল通ୡははΓいといΘ͟ࠓ

るをಘないだΖう。

ണࡎによる中ಟで௨達
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Table 1 ベンジルアルコールを含有する塗膜剥離剤による健康被害事例における,事故の発生状況と症状,臨床経過

症例No. 1 2 3 4 5 6 7 8

発生年月 2014年3月 2014年8月 2017年8月 2017年11月 2018年6月 2018年6月 2018年11月 2019年7月

年齢 性別 30代男性 10代男性 40代男性 30代男性 30代男性 30代男性 20代男性 20代男性

使用した製品 製品A 製品B 製品C 製品C 製品D 製品E 製品C 製品F

ベンジルアルコール濃度 10％以下 30％以上 30％以上 30％以上 30％以上 10～30％ 30％以上 10％以下

状況・
作業環境

状況 休憩中にトラ
ブル（剥離剤
を塗った塗膜
が落下）

作業中に意識
障害出現

作業中に意識
消失
最終確認から
10分で発見

作業終了後、
帰宅時に意識
障害出現

作業中に意識
消失
最終確認から
20分で発見

熱中症疑いで
当日受診、症
状継続

作業中に意識
消失
最終確認から
60分で発見

作業中に症状
出現

場所 屋外 屋外
高速道路高架
下
目張りした閉
鎖空間

屋外
歩道橋下
覆いを付けた
状態

屋外
橋の下
周囲を囲って
空気穴が空い
た状態の足場

屋内 屋外
道路高架下
換気状態の悪
い足場

作業時間 3.5時間 5時間 8時間 3時間 長時間

保護具 マスクあり
（トラブル発
生時はなし）

マスクなし マスクあり
防護服あり

マスクあり
（フィルター
付き全面体）

マスクなし マスクあり
（全面体）
防護服あり

マスクあり

臭気 院内で呼気か
ら強い刺激
臭、衣服汚染
あり

来院時、衣服
から刺激臭

帰宅時点で衣
服から溶剤臭

衣服に溶剤が
染みていた

受診 3時間後 1.5時間後 2時間後 翌朝(14時間
後)

1.5時間後 翌日 45分後 3.5時間後

症状 意識障害 なし
(意識清明)

あり
朦朧、昏睡
(数時間で回
復傾向)

あり
昏睡(2日目に
回復)
見当識障害

あり
会話の混乱、
不穏

あり
昏睡、泥酔、
酩酊、ほろ酔
い様の経過、
意識障害

あり
翌日、会話の
混乱、酩酊様

あり
意識消失、不
穏

なし
(意識清明)

代謝性アシ
ドーシス

あり
(アニオン
ギャップ開
大)

あり
(アニオン
ギャップ開
大)

あり
(アニオン
ギャップ開
大)
浸透圧ギャッ
プ異常なし

あり
浸透圧ギャッ
プ異常なし

高次脳機能
障害

あり
第23病日には
改善

あり
数日で改善

あり
３ヶ月後も残
存、９ヵ月後
には改善

分析 尿：馬尿酸検
出
血清：ベンジ
ルアルコー
ル、馬尿酸検
出

尿：馬尿酸検
出

尿：馬尿酸検
出

転帰 略治
(通院２日)

(追跡調査不
可)

退院
(入院２４日)

完治退院
(入院４日)

完治退院
(入院１２日)

(追跡調査不
可)

略治退院
(通院6日)

不明
(当日受診の
み)

重症度 軽症 重症 重症 重症 重症 重症

症例3は文献6)と同一症例である。空欄は不明もしくは確認できていないことを示す

ണࡎによる中ಟで௨達
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̍ɹ「ԘࢎੑجԽϚϯΨϯ」ͱ「༹ώϡʔϜ」
にର͢Δ৽ͨͳ੍نのࢠࠎ

「༹接ώϡーム」ٴͼ「Ԙج性ࢎԽマンΨン」

にͭいて「労働者にਆܦ障害（ਆܦ機能障

害、ثٵݺ系障害、肺がん）の健康障害をٴ

΅す͓ͦれが͋ることが明らかになった」こ

とから、労働安全Ӵ生法ࢪ行ྩ、特定Խֶ物

質障害༧نଇがվਖ਼された。

2020 年４月、７月に৽たな੍نに関する

政লྩ、ࣔࠂが公され、ͦの一部をআいて

2021 年４月̍日からࢪ行される。ͦのࠎ子

は、࣍の通Γで͋る。

「̝Ԙج性ࢎԽマンΨン」と「༹接ώϡーム」

を৽たにୈ２ྨ特定Խֶ物質とする。

ɹこれにい、特殊健康診断作業ओ者の

બなどをٛ務付ける。

˔༹接ώϡームに係る業務にͭいては作業

境ଌ定のద用がআ外されるが、同時に、

内でܧଓ的に行うアーΫ༹接などの作業の

ํ法を৽たに࠾用したΓ、ม更したΓした

場合には、個人サンプリンά（作業にै事

する者の体に試料࠾औ機ثを装ணし試料

ۭ気の࠾औを行うଌ定ํ法）によるۭ気中

の༹接ώϡームೱをଌ定し、ͦの݁果に

Ԡじたվળા置の実ࢪと有ޮなٵݺ用保ޢ

۩のબ定・用などをٛ務付ける

˔ैདྷ、੍نରを「マンΨンٴͼͦのԽ合

物（Ԙج性ࢎԽマンΨンをআく。）」として

いたものを「マンΨンٴͼͦのԽ合物」に

վਖ਼、ͦの管理ೱを 0�05NH�ὗ（レス

ϐラϒルཻ子）にҾきԼ͛る。

�ɹ৽ͨͳ੍نಋೖのػܖͱݕ౼のܦҢ

ैདྷ、マンΨンٴͼͦのԽ合物（Ԙج性ࢎ

ԽマンΨンをআく。）は、特定Խֶ物質にࢦ

定され、ͦの管理ೱは、マンΨンとして�

0�2NH�N3（総คじん）とされてきた。

とこΖが、ถࠃ産業Ӵ生ઐ門Ո会ٞ

（"CG*)）とԤभ委員会Պֶ委員会（&C）˞

に͓いて、ཻܘผのマンΨンٴͼͦのԽ合物

のばく露ݶքがࠂקされたことをܖ機とし

て、2016 年（ฏ成�28�年）̔月からް生労

働লの管理ೱݕ౼会に͓いて、管理ೱ

の見直しのݕ౼が行Θれた。

これは、Ԙج性ࢎԽマンΨンによってਆܦ

機能障害を生じるが明確になったことの

ରԠで͋る。

また、༹接ϑϡームにͭいて（༹接作業に

͓けるࢵ外線とともに）、ࡍࠃΨンݚ究機関

(*"3C) が 201� 年 4 月に発がん分ྨάルー

プ 1( ώトにରする発がん性͋Γ ) に分ྨし

た（肺がんなど。要は「CBSDJOPHFOJDJUZ�

PG�XFMEJOH�NPMZCEFOVN�USJPYJEF�BOE� JO�

EJVN�UJO�PYJEF」TIF�LBODFU�0ODPMPHZPVC�

MJTIFE�"QSJM�10�201�)。

ͭまΓ、༹ 接ϑϡームにͭいて発がん性（肺

がん）が明らかになったので͋る。

以上のようなことをܖ機として、ࠓ回の৽

たな੍ن導入とࢸった。

ちなΈに、ถࠃ（"CG*)）とԤभ（&C）の

ばく露ݶքは࣍の通Γで͋る。

˞�201�� 年に、̘̚からࠂקされたばく

露ݶքが੍ڧ力の͋る̪̚委員会ྩࢦ

「塩基性酸化マンガン」と「溶接ヒューム」に対する特定化学
物質としての新たな規制
～神経障害、発がん性などの健康障害に対応～

2021  4݄ 1ߦࢪ
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新たな特定化ֶ物࣭のن制

(201��164) として公された。

別のく࿐限քܘԤถのཻ（ߟࢀ）

̏ɹվਖ਼のظߦࢪͱܦաાஔ

վਖ਼政লྩ・ࣔࠂは、ྩ 3 年 4 月 1 日か

らࢪ行・ద用される。

ただし、ܦաા置が͋る。

˔特定Խֶ物質作業ओ者に関するվਖ਼ن定

にͭいては、ࢪ行後 1 年ఔద用を༛༧す

る。

˔༹接ώϡームのۭ気中ೱのଌ定ٴͼͦの

݁果にͮجく保ޢ۩のબに関するվਖ਼ن

定にͭいては、ࢪ行後 1 年ఔద用を༛༧

する。

˔༹接ώϡームのۭ気中ೱのଌ定に関する

վਖ਼ن定のࢪ行日に͓けるద用にͭいて、

必要なܦաા置を設ける

�ɹվਖ਼༰ৄࡉϦʔϑϨοτ

ۚ属アーΫ༹接作業にͭいてᶃ内作業、

ᶄ外作業、ᶅۚ属アーΫ༹接以外、ͦれͧ

れにͭいてのリーϑレοトは労ج署インター

ωοトから入手できる。

ᶃۚ属アーΫ༹接作業ʻ内作業場ʼ

I U U Q T � � � K T J U F � N I M X � H P � K Q �

U P Z B N B � S P V E P V L Z P L V � D P O U F O U �

DPOUFOUT�000692112�QEG

ᶄۚ属アーΫ༹接作業ʻ外作業場ʼ

I U U Q T � � � K T J U F � N I M X � H P � K Q �

U P Z B N B � S P V E P V L Z P L V � D P O U F O U �

DPOUFOUT�000692126�QEG�

ᶅۚ属アーΫ༹接作業以外

I U U Q T � � � K T J U F � N I M X � H P � K Q �

U P Z B N B � S P V E P V L Z P L V � D P O U F O U �

DPOUFOUT�000692133�QEG
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「溶接ヒューム」ल「ව੦ਙ化ঐンガン」が
特定化৾ସ（第２థସ）になりました

（令和２年４月２２日ਁഘ・ઔં ط 令和３年４月１日行）

新たに必要となったহඨ

作業ભ者の৭ભ（衛法第１４条）ْ令和４年３月３１日まで経過措置ありٓ

●「溶接ヒューム」及び「ව੦ਙ化ঐンガン」をଲ造し、又はりඞう作業について作業ભ
者を৭ભすることが義務付けられます。（屋ਗ・屋内作業をਖいません）

●作業ભ者については્َ定৲৾ସ及びアঝय़ঝ๗等作業ભ者ૼચ講ಆُをఊവした者
のうठから、્定৲৾ସ作業ભ者を৭ભする必要があります。

作業୭測定のৰ（衛法第ڱڲ条）

●「ව੦ਙ化ঐンガン」をଲ造し、又はりඞう屋内作業場についてڲা以内ओとに１、
定期に、作業୭測定を実施することが義務付けられます。

●「溶接ヒューム」に係る作業の作業୭測定はి用除外となります。
※しかし、溶接ヒュームへのばく露防止に係る「空気中の溶接ヒュームの濃度の測定等」が
必要となります。（裏面参照）

●ঐথफ़থ及びその৲合についての「ଵ৶濃度」ल「೪濃度」が下記のৢりਫされます。

特೨൧断のৰ（衛法第ڲڲ条）

●「溶接ヒューム」及び「ව੦ਙ化ঐンガン」をଲ造し、又はりඞう業務に従事する労働
者にৌし、౻入れ又はਊჾ業務へのଦ置換इのलڲ月以内ごとに１回、定期に、ୢపに
よる೨൧を実施することが義務付けられます。（屋ਗ・屋内作業をਖいません）
。೨൧の項৯は従ਟのَঐথफ़থ及びその৲合ُに係る項৯と੦মには同じですپ
金属アーク溶接等作業については、従ਟよりじんཡ法に੦तくَじんཡ೨൧ُが義務پ
付けられているため、方の೨൧を実施することが必要です。

その他（衛則、特化則）

●「溶接ヒューム」ल「ව੦ਙ化ঐンガン」をଲ造し、又はりඞう作業について、
ৗたに以下の規定が適用されます。
ٶ 全ୋেઇ（౻োれৎ・作業内容変更ৎ）ْୋಋਸ਼ڱگٓ
ٶ ऻौ等の૪৶્ْ৲ಋਸ਼１２の２ٓ
ٶ ਂ්ਙの෫્ْ৲ಋਸ਼２１ٓ
ٶ ঢ়係者以ਗのয়োర止措置્ْ৲ಋਸ਼２ڰٓ
ٶ ઈဦฅৎの容ஓ等の使用્ْ৲ಋਸ਼２ڱٓ
ٶ ೬ህのਝ置્ْ৲ಋਸ਼ڳگٓ
ٶ 洗ཱིਝのਝ置્ْ৲ಋਸ਼ڴگٓ
ٶ ཹ又はධ୫のర止્ْ৲ಋਸ਼ڴگの２ٓ
ٶ થな保護具のえ付け્ْ৲ಋਸ਼گڰ、ਸ਼ڱڰٓ

のரథ ଵ৶濃度・೪濃度
ঐンガンलその化合 ঐンガンとして0.05mg/m3

「溶接ヒューム」及び「ව੦ਙ化ঐンガン」が、労働者にઋ৽機ચ૩等の೨૩を
及ऻすおそれがあることがらかになったため、特定化৾ସ（第２థସ）に୯加される等のਫ
が行ॎれました。
০までَঐথफ़থ及びその৲合（ව੦ਙ৲ঐথफ़থを除く。）ُとされていましたが、ढ़ॵ॥છپ
きが૮くなり、ව੦ਙ৲ঐথफ़থも 「ঐンガンलその化合」として同じ様にૠされることに
なります。

新たな特定化ֶ物࣭のن制
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溶接ヒュームへのばく露防止関係（特化則第３８条の２１）

全体換気装置による換気等
●金属アーク溶接等作業を行う屋内作業場については、全体換気装置による換気の実施又はこれ
と同等以上の措置（局所排気装置等）が義務付けられます。

新設

●溶接ヒュームへのばく露防止のため「金属アーク溶接等作業」について、以下の事が規定されます。

※作業場所が屋内又は屋外であることにかかわらず、アークを熱源とする溶接、溶断、ガウジングの全てが含まれ
ます。

※燃焼ガス、レーザービーム等を熱源とする溶接、溶断、ガウジングは含まれません。
※自動溶接を行う場合には、溶接中に溶接機のトーチ等に近付く等、溶接ヒュームにばく露するおそれのある作業

が含まれ、溶接機のトーチ等から離れた操作盤の操作、溶接作業に付帯する材料の搬入・搬出、片付け等の作業
は含まれません。

※作業場所が屋内又は屋外であることにかかわらず、アークを熱源とする溶接、溶断、ガウジングの全てが含まれ
ます。

※燃焼ガス、レーザービーム等を熱源とする溶接、溶断、ガウジングは含まれません。
※自動溶接を行う場合には、溶接中に溶接機のトーチ等に近付く等、溶接ヒュームにばく露するおそれのある作業

が含まれ、溶接機のトーチ等から離れた操作盤の操作、溶接作業に付帯する材料の搬入・搬出、片付け等の作業
は含まれません。

●金属をアーク溶接する作業
金属アーク溶接等作業 ⇒ ●アークを用いて金属を溶断し、又はガウジングする作業

●その他の溶接ヒュームを製造し、又は取り扱う作業

空気中の溶接ヒュームの濃度の測定
①．金属アーク溶接等作業を継続して行う屋内作業場については、下記１）、２）の場合に
あらかじめ作業に従事する労働者の身体に装着する試料採取機器等を用いて行う測定により、
空気中の溶接ヒュームの濃度を測定することが義務付けられます。
１）新たな金属アーク溶接等作業の方法を採用しようとするとき
２）金属アーク溶接等作業の方法を変更*しようとするとき

*：溶接方法を変更する場合
溶接材料、母材及び溶接場所の変更が溶接ヒュームの濃度に大きな影響を与える場合

②．①の測定結果に応じて、換気装置の風量の増加、その他必要な措置を講ずることが必要です。
また、措置を講じたときは、効果の確認のため再度①と同様の測定を行う必要があります。

③．①，②の測定を行ったときは、都度必要な事項を記録し、測定に係る金属アーク溶接等作業
を行わなくなった日から起算して３年を経過する日まで保存することが必要です。

呼吸用保護具の使用について
①．屋外，屋内を問わず、全ての作業場において金属アーク溶接等作業に労働者を従事させ
るときは、有効な呼吸用保護具を使用させることが義務付けられます。労働者は使用を命じ
られたときは、呼吸用保護具を使用しなければなりません。

②．金属アーク溶接等作業を継続して行う屋内作業場において、当該作業に労働者を従事
させるときは、空気中の溶接ヒュームの濃度の測定の結果に応じて、有効な呼吸用保護具を
使用させることが義務付けられます。労働者は使用を命じられたときは、呼吸用保護具を使
用しなければなりません。
また、面体を有する呼吸用保護具については、１年以内ごとに１回、定期に、呼吸用保護具
が適切に装着されていることを確認し、その結果を３年間保存しなければなりません。
※②については、令和４年３月３１日まで経過措置あり。

床の掃除等
●金属アーク溶接等作業に労働者を従事させるときは、次の措置を講じることが必要です。
・屋内作業場の床等を、水洗（真空式掃除機）等によって容易に掃除できる構造のものと
すること。
・水洗等粉じんの飛散しない方法によって、毎日１回以上掃除すること。

お問合せ先：中央労働災害防止協会 大阪労働衛生総合センター 測定チーム
Ｔｅｌ．:06－6448－3784 Ｆａｘ．：06-6448-2263

新たな特定化ֶ物࣭のن制
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死ぬまで元気です
ɹ7PM�29ɹӈా�༤

օさま、͓ݩ気ですか。ࠓ年のプロٿも࢝

まったとࢥったら、あっという間にマジοクが

付いちΌいましてউ負あったというところまで

དྷましたͶ。ついઌ日までॵいॵいとエアίン

をΨンΨン付けていたとࢥったら、10 月になっ

てめっきりྋしくなりましたͶ。

最近マイϒームなのが、༦方から行くڕり

でして、自宅からۇか５分のڑにւ水ཋ場が

あって、ळになるとͦこの防అがいいり場

とมわります。ͦこで༦方の４時ごろから２時

間΄ど、Կもߟえͣにりにू中するのがいい

気分転にもなるんです。ઐらサビΩりで、

アジやイワシがྑくれます。ࠓ年最初に行っ

た日は、15 ～ 20 ηンνఔ度のアジやサバがେ

量にれたので、Կも用のない時はਐんでり

に行きました。しかし、ͦの日以དྷେ量の日は

なく最近はあの時のことをࢥい出しては、Ջを

見て௨っています。࣮は、ີなんて気にしなく

てྑい΄ど、人もຆんどいない田ࣷのւなので

解์ײにຬしています。ࠓはどこに行っても、

マスクにফಟ、うがいのྭ行でΪクシャクして

いますから、ここはまさにࠓのࢲにとっては、

のんͼりߟえる場としては最適です。

さて、９月 30日付けでฌݿ医Պେֶより、「～

新たな࣏療の開発を指して～ѱ性中皮腫（ڳ

ບ以外）に対する医師主導型࣏験を開࢝」とい

うプレスリリースが発表されました。ࢲたち中

皮腫サϙートΩャラバンୂが、ࡢ年４月から取

り組んできました「ෲບɾ৺ບɾ精ৌບの

ΦプジーϘ（χϘルマϒ）の使用のঝ認につ

いて」の署名で、օさんの協力をಘてूまっ

た 8392 චをࡢ年厚労省提出させていただ

きました。まさにこの取組がようやくスタート

したと言えます。これもภに署名活動にܞわっ

ていただいた方ʑや、࣏験にごਚ力いただいた

医師の方ʑや関係者のօさまのご協力のࣀ物で

す。

、療がなく࣏ບ以外の中皮腫患者は、ඪ準ڳ

現在の࣏療方法はڳບ中皮腫のඪ準࣏療に準ͣ

る形でਐめられています。ただ、ΦプジーϘに

限っては、େ人の事もあり、֤病ӃڞはΦプ

ジーϘの使用にೋのを౿んでいたので、ڳບ

以外の中皮腫患者にとってはຊ当にتしいこ

とだとࢥいます。

この࣏験のඃ験者がૣظにूまり、また

ޭされることをئうかりです。ͦのために、

զʑ中皮腫サϙートΩャラバンୂは、࣏験の

協力を੯しむことなく、対患者さんのアプ

ローνを勧めていきたいとࢥいます。

また、ڳບ中皮腫に͓いては、間もなくༀ

会社からΦプジーϘʴϠーϘイのঝ認ཁ請が出

されるとࢥいます。こちらもঝ認ཁ請が出され

たࡍは、զʑも「ૣظঝ認のཁ請」を厚生労働

省含め、関係֤所提出する予定です。

ある医師が「現在の中皮腫は 20 年前の肺が

んの࣏療と同じです。20 年前の肺がんは࣏ら

ない病気として見られていたが、ࠓは５年生ଘ

もඈ༂తに৳ͼ、࣏ࠜする患者も出ている。

中皮腫はޙࠓඈ༂తに࣏療法も出てきて、患者

さんも࣏療のબࢶの෯が増えていくでしΐ

う」とڼられています。ࢲもͦうࢥいます。ど

こまで行けるか分かりませんが、ࢲはͦれを見

ಧけるために、これからもؤுりたいとࢥいま

す。
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ຊ年 1 月号で、はͭΓ工のৼ動障害が૿え

ていることをհしてきたが、ࣨࠪݕの入ࣨ

をڐされ、ৼ動障害のࠪݕを行うඃ災者のݕ

ࠪの様子をऔࡐすることができた。

˗ྋ͍ࣨࠪ͠ݕでのࠪݕ

の中はԹに設定して͋Γ、Ն場でࣨࠪݕ

もྋしく、むしΖഽפい。19�� 年の「ৼ動

障害の認定ج४にͭいて」（ج発ୈ 30� 号）

には、「ൽෘԹ、痛֮ͦの他のࠪݕに当たっ

ては、ͦれらのଌ定に外気Թばく露のӨ

લにࣨԹࠪݕらないよう、必ずがڹ 20ˆ

ʙ 23ˆのࣨ内に͓いて 30 分以上の安੩時

間をとること」となっている。݁ࠪݕ果から

見るに、ࠓ日のࣨԹは 21 、この境で水

Թ 10 のྫྷ水に手を５分௮けてྫྷ٫ෛՙを

加える。す͙に「痛い、痛い」と痛֮を֮え

るようになるが、զຫして５分。水Թも上が

らないようにԹをৗに調整し、見事にレイ

ノー現が発生した手の॥機能ࠪݕを行

う。まずはԹをଌ定し、࣍に中ࢦの௺を

圧ഭして回෮の状況を見る。さらにදࣸࢴਅ

のような機ث（痛֮計）を用いてਆܦ機能ݕ

ࠪを行った。感֮が無くなっているので、

でিかれていることがΘからないのだが、目

を։けてࠪݕの様子を見ているとが手に

さっていることが見えるので、なんとなく感

৮が͋るような気になってしまう。ࠪݕ手ٕ

にͭいてࢿ料を見ると「手ࢦのൽෘのബい部

位のখൣғにͭいて痛֮計の先でܰく４ʙ５

回突き」とॻかれているが、「ܰく」がどれ

くらいのڧさなのかよくΘからないし、ඃ験

者には目を閉じてもらΘないと上هのように

突かれていることが分かってしまう。ͦの΄

かৼ動֮ࠪݕというものも͋Γ、機ث（ৼ動

子）の上にࢦをせて感֮の有無を調べる。

これらをऴえると࠶ͼ水に手を௮け、ͦの後

は̍分͝とに水からग़してはԹをଌるとい

うことを５分間܁Γฦす。

このようなࠪݕはैલからมΘらないが、

2004 年から 2006 年にかけてৼ動障害のݕ

ˆ会が設けられ、もともとは５౼ݕࢦࠪ

10 分で行ΘれていたとこΖを 10ˆ 10 分に

ม更が͋った（2006 年ɹৼ動障害のࢦࠪݕ

ݕ౼会）。

˗ྍཆ͠Α͏に͕ࡐػͳ͍

以લ、भから大ࡕにॅむ子ڙたちのۙ

くҾっӽされてきたৼ動病ױ者にͭいて、

Ҿきଓき療ཆをଓけたいが病院はないかと相

談を受けたことが͋る。ͦ の療ཆは、パラϑィ

ンόスに手を௮けて、のບで手を෴うこと

をԿか܁Γฦす。5NN ऑのパラϑィンບ

でױ部をίーςィンάして、のでױ部を

ԹめるԹ療法で͋る。しかし、大ࡕでパラ

ϑィンόスを持っているとこΖを୳してもな

かなか見ͭからない。͋る病院ではちΐうど

故障したとこΖで、৽たに導入する༧定はな

いという。確かに、ױ者がいなければを༹

かし、༹けた状態を保ͭための電気代も無ବ

で͋る。݁ہ診てもらえる病院は̍݅しかな

く、ॅډからはԕいものの、通院していただ

くことになった。

労災職業病に関心をうҩࢣҩ院はこ

れからも必要で͋る。ࠓ回औࡐした病院はݕ

ࠪ時にएいҩࢣがࠪݕを行い、人ࡐҭ成にも

力を入れている。

振動障害の検査
不足する医療機関
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韓国からの
ニュース
ʗ重େ災害「ͳͣにಇ͚ΔੈのதΛʜࢮ」˙
Δ·࢝業ॲേ๏ൃٞӡಈ͕ا
業ॲേ法のཱ法اຽ社会団体が重大災害ࢢ

のために、ࠃ会ࠃຽ同意請ئ運動を࢝めた。

請ئॻの公։後、30 日以内の 25 日までに

10 ສ人以上が同意すれば、所管委員会に回

付される。

重大災害ا業ॲേ法੍定運動ຊ部は 1 日、

者会見を行い「8ه༩連ଳでࢀ 月 26 日現在、

年になってࠓ 121� 人が産災によって死亡し

たとਪ定される。労働者・ࢢຽが直接法Ҋを

発ٞするࠃຽ同意請ئ運動をࠓ日から࢝め

る」と明らかにした。運動ຊ部はキム・Ϥン

Ϊϡンࡒ団、ຽओ労総など、248 のࢢຽ社

会団体でߏ成されている。

法Ҋ 3 には、事業ओと法人または機関の

、営者に安全・保健ા置ٛ務を付༩しܦ

危険ࢭのをෛΘせるようにした。これ

にҧして産災死亡事故が発生したا業に

ରしては、事業ओまたはܦ営者を 3 年

以上の有ظ、または 5 ԯウΥン以Լの

േۚのॲേをՊすとした。2020 ᖺ㸷᭶㸯᪥ࠉ

ி㒡᪂⪺ࣥࣚࢪ࣭ࢡࢱࠉグ⪅

■ 3 લのΫϨʔϯࢂ事の܇ڭΛΕͨα
Ϝιϯ重工業ʗ·ͨԼ͚࿑ಇ者͕ࢮ
先月 2� 日、サムソン重工業・ࡁڊ船所

のタンΧーݐ現場でര発とਪ定される事故

が起き、Լ請け業者の職員が死亡した。労組

は 6 人の໋をୣった 201� 年のΫレーンࢂ

事当時にࢦఠした問題が、全くղܾされてい

ないために起きた事故だと見ている。

ۚ属労組のࡁڊ౷営ݹԼ請け支会は「サ

ムソン重工業の 5 ສトンڃのタンΧーのড়

水タンΫで、ര発とਪ定される事故が発生

し、1 時間ࡧした後、タンΫ内部の密閉ۭ

間でϖインςィンά作業をしていた労働者が

死体で発見された」と、31 日に明らかにした。

タンΫの外部でϖインςィンά作業をしてい

た労働者は、体にՐが点いたままਏうじて

事故現場からग़して、病院に移ૹされた。

労働部౷営支ி労災༧՝の関係者は「労

働者 1 人は死亡し、1 人は全の 52� に、2

のՐ傷をして治療中」とし、「Ր災のݪ因

がര発で͋ったかどうかは、ؑ識݁果がग़な

ければ確実には判らない」と説明した。この

日、ཱࠃՊֶࠪݚ究院と౷営ւ༸ܯ署、

労働部౷営支ிは事故現場にؑ識を行った。

死亡事故のࠜຊݪ因にͭいて労組は、ര発・

Ր災事故が起Γಘる境が全くվળされな

かったせいだと見ている。「201�年のΫレー

ンࢂ事当時、労働部の特ผಜ݁果ใࠂॻで

ఠされた問題点にରする後ଓા置が、キνࢦ

ンとなされていなかった」ということだ。

労組がݴう「Ϋレーンࢂ事」は、201� 年

5 月 1 日にサムソン重工業ࡁڊ船所で、ڊ

人ΫレーンとタワーΫレーンがি突し、Լ請

け労働者 6 人が亡くなΓ、25 人が大ոզを

した事݅をいう。ϝーデーのこの日、船所

にग़勤した労働者の大部分はԼ請け労働者

だった。2020 ᖺ㸷᭶㸯᪥ࠉி㒡᪂⪺࣭ࣥࢯࠉ

⪅グࣥࣙࢠࣥࣘ

ಈ害ετϨεでదԠো害׆߹者の༺˙
産災ʗ࿑ձٞの౪ௌɾռղޏʜ�Ҏ
ྍ্࣏
� 日、勤労福祉公団は、ۚ属労組大ᬖ支部

δϣンウਫ਼密のＡ分会のదԠ障害に、業務

上疾病判定委の৹ٞをܦて、産災と認定した。
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Ａ分会は、δϣンウਫ਼密に 201� 年̍月

に複労組が݁成された後、分会にରする

用者の不当労働行ҝがଟ発生し、これに関

連した֤छの訴訟をଓけるաఔでストレスが

悪Խしたとओுした。用者の分会会ٞの౪

ௌٙ事݅が代ද的だ。分会は「用者の管

理者が、ୈ一労組のڭҭࣨにԻ装置をӅし

て、分会の定ظ総会と組合員総会などを౪ௌ

しているのが発見された」という。大ᬖ裁

は 2 月に、δϣンウਫ਼密の中間管理者一人

とδϣンウਫ਼密のୈ一労組のװ部ೋ人にࣥ

行༛༧付きの有罪をએࠂした。Ａ分会は、

2018 年 12 月にռղޏされたことに関す

る行政訴訟もಆっている。Ａ分会が 2018

年 5 月に、దԠ障害を理由にٳ職を申しࠐ

んだが、用者は承認しなかった。Ａ分会

がग़社しないので、用者は໋ྩにԠじない

という理由でռղޏした。" 分会は不当

ղޏ救ࡁの申請をしたが、労委と中労委は

を͋͛た。この他にも色々な訴܉用者に

訟事݅と複労組との౻で業務上ストレス

が悪Խし、2018 年 5 月から現在まで 2 年以

上治療中。

公団は「会社が複労組になった以後、会

社ଆの持ଓ的な労組׆動の害行ҝが͋」

Γ、「これによるストレスでదԠ障害が発

したと判断され、దԠ障害と業務との相当因

果関係が認められる」とした。

事݅を担当したΫΥン・υンώ公認労務࢜

は「労間の͋らΏる૪点にͭいて૪いが͋

る状況」とし、「不当労働行ҝがਖ਼当か不当

かは産災の有無とは関連ない、という大法院

の判例を受けて、産災を認めた判定」とධ

Ձした。2010 年、大法院は LG 電子の労働

者が提起した療ཆ不承認ॲ分औΓফし申請

で「会社の֤人事権の行がਖ਼当だという݁

がग़たとしても、ͦれが業務上災害認定の

可൱に直接的なӨڹを༩えるものではない」

と判ࣔした。���� ݄̔̕ɹຖ࿑ಇ
χϡʔεɹνΣɾφϤϯه者

■৭පӃɺϓϥοτϗʔϜɾϑϦʔϥϯαʔ
࿑ಇ者に「ֹྍ」

色病院 ( 病院：イム・サンώϣΫ ) と

プラοトϗーム・ϑリーランサー労働者協同

組合協ٞ会は 18 日、業務協 (.06) を݁

んで、C07*D�19 事態でࡁܦ的なࠔに͋る

プラοトϗーム・ϑリーランサー労働者が、

গないෛ担で診療を受けられるように協力す

る。

この協によって、所ಘが中位所ಘ 100�

以内に該当する協ٞ会所属のプラοトϗー

ム・ϑリーランサー労働者と直系Ո族は、

色病院での外དྷ診療をはじめ、ࠪݕ、入院と

手ज़にかかる診療අの 50� を支援されるこ

とになる。支援ݶは個人当たΓ࠷大 250

ສウΥンまでで、ݶをաする場合も、৹

ࠪによって加支援が可能だ。加入した組合

と団体を通して所属をূ明することで、ҩ療

支援のԸܙを受けることができる。2020 ᖺ

㸷᭶ 1� ᪥ࣞࣙࢠࣥࣁࠉ⤒῭♫◊✲㝔ࣃࠉ

ᑓ௵◊✲ဨࣥࣙࢠ࣭ࣥ࢘ࢡ

■αϜεϯɾ-(ಋମで事Λͯ͠ഏ͕Μ
ʜ�に産災認定ࢮ
サムスン電子半導体工場と LG ディスプレ

イӷথදࣔ装置 (LCD) 工場で働いて、30 代
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で肺がんに罹って亡くなった協力業者所属の

労働者が、裁判によって７年目に産業災害を

認められた。

「半導体労働者の健康と人権を守る会」( パ

ノリム ) によれば、ソウル行政法院は 11 日、

肺がんで亡くなった労働者Ａさんの遺族が

「遺族給付と葬儀料を支給せよ」と、勤労福

祉公団を相手に提起した訴訟で、Ａさんの肺

がんを産災と認定した。

Ａさんは 2000 年に露光機 ( 光を照射して

半導体回路を描く装備 ) 業者に入社し、露光

機の設置と維持・保守業務の担当者として働

いた。サムスン電子半導体工場で４年、LG

ディスプレイ LCD 工場で７年など、合計 11

年間働いた。Ａさんは 2012 年に 38 歳で肺

がんの診断を受けて坑がん治療を受けたが、

翌年亡くなった。遺族は、勤労福祉公団に産

災を申請したが、公団は不承認としたために、

行政訴訟を提起した。

裁判所は「Ａさんの死亡と業務との間に相

当因果関係が認められる」と判断した。裁判

所は、先端産業現場の有害物質と特定疾病の

因果関係が明確に究明されるには、相当な時

間が必要とされる点、色々な成分が営業秘密

に該当するという理由で知らされていない

点、露光機の設置と保守作業は有害物質に直

接的にばく露する危険性が高い点、などを総

合すればＡさんがばく露した様々な有害物質

が、肺がんの発病に複合的に作用した可能性

が高いと見た。2020 ᖺ㸷᭶ 21 ᪥ࠉி㒡᪂⪺ࠉ

⪅グࣄࣝࢯ࣭ࣘ

■現代重工業での「狭窄事故」被害者の同僚
3人に産災認定
現代重工業の特殊船試運転部で働くＡ (42)

さんは、４月 16 日の午後、潜水艦 P961 号

線魚雷発射管軸の調整作業をしている時、事

故で同僚のキム・某 (45) さんが門に挟まれ

て、息ができずに血を流している姿を見た。

Ａさんは他の同僚らと、キムさんを潜水艦の

傍に設置されたサービスタワー ( 垂直通路 )

まで移した。Ａさんはキムさんを移動させる

間中、彼が苦しむ姿をリアルタイムで見守る

外なかった。この日以降、Ａさんは酒を飲ま

なければ寝付くことができず、５月に外傷後

ストレス障害 (PTSD) の診断を受けた。一緒

に救助作業をした同僚２人も同じような状況

だった。

この現代重工業職員 3 人の PTSD が業務上

疾病と認定された。3 人は現在、投薬治療と

心理相談を併行している。彼らと同じ部署で

働いていたキムさんは、魚雷発射管の内部

で、油圧で作動する門を調整する試験をして

いて、突然作動した門に頭と首が挟まる事故

に遭った。彼は意識不明の状態で生死の境を

彷徨って、11 日後に亡くなった。

同僚のうち 2 人は、自分のために同僚が

死んだという罪悪感が更に加重された。1 人

は事故当日、キムさんの位置を確認しないま

ま、油圧作動門を動かせという無線連絡をし、

もう 1 人が無線連絡で油圧作動門を閉めた。

しかし、3 人のように産災申請にまで繋が

るケースは例外的だというのが支部の説明

だ。支部の関係者は「トラウマは個人が自ら

克服しなければならない問題だと認識されて

きた」とし、「重大災害が発生すれば、事故

の収拾が優先的な目標になるので、トラウマ

による苦痛を訴える労働者に、会社も労組も

気を遣うことができないのが事実だ」と打ち

明けた。支部は産業安全保健委員会で、トラ

ウマを訴える労働者のための支援体系を用意

すべきだと要求してきた。2020 ᖺ㸷᭶ 21 ᪥ࠉ

ẖ᪥労ാࣥ࢘ࢥ࣭࢜ࠉࢫ࣮ࣗࢽグ⪅（翻訳：

中村猛）
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大　阪

フォークリフトの腰痛予防
対策その2

フォークリフトの振動調

査に先立って、まず、現場で

の使用状況について立ち入り

調査を実施することになっ

た。

大阪港では、約 10 社の企

業を調査し、１社あたりの

フォークリフト保有台数は

３台から 10 台程度で、メー

カーは圧倒的にＴＣＭ（東洋

運搬機）が多かったように思

う。一方、 神戸港は、トヨタ

フォークリフトが大半を占め

ていた。約１年かかって、現

場でのフォークリフトの使

用状況の調査を終了し、そ

の結果に基づいて、振動調

査は、各メーカーごとに 3.5

ｔフォークリフトを中心に、

ヨーロッパのＣＥＮ（欧州標

準化委員会）の振動規格で行

うことが確認され、大阪港・

神戸港での調査対象会社を探

すことになった。ここで、ヨー

ロッパのＣＥＮの振動規格の

説明を簡単にしておく。

50 ｍの直線距離に高さ１

ｃｍの障害物を３ケ所設置

し、そこをフォークリフトが

時 速 10 ｋｍで走行し、その

間の振動を測定する。同時に

映像にも納め記録する。当初

は、大阪港を中心に１日約５

台から６台程度調査を行い、

同時にフォークリフトオペ

レーターに対して腰痛健康ア

ンケートを実施した。平行し

て９月に開催された組合の中

央本部大会で、関西を代表し

て私からフォークリフトの腰

痛予防対策問題を提起し、全

国に協力を呼びかけて各港で

使用されているフォークリフ

ト調査と腰痛健康アンケート

を依頼した。

年が変わり、フォークリ

フトメーカー及び重機を扱っ

ているメーカーが加盟してい

る（社）日本産業車両協会へ

今回の問題に対しての意見交

換の機会を持つべく、中央本

部を通じて申し入れを行っ

た。数ヶ月後、東京での開催

が決定され、各メーカー側及

び組合からそれぞれ 10 数名、

全体で約 30 名が参加して開

催された。

まず、組合側から問題提起

を行い、メーカー側のフォー

クリフトや重機おける腰痛予

防対策等について聞いた。日

本産業車両協会の会長は当

時、トヨタの代表が就任して

おり、言葉じりは丁寧だが、

協力には否定的であった。し

かし、他のメーカーは組合の

行っている調査・研究につい

ては興味津々であった。

後日、滋賀医大予防医学

講座から連絡が入って、メー

カー側から詳しい話を聞きた

いとのことで、一応、組合の

了解も取り付けた上で相談す

ることとなった。

ここで一言、説明不足な

点を報告しておくと、フォー

クリフトには当時も現在も車

両本体にクッションと呼ばれ

る装備が全くない。強いて言

うならばイスの下のスプリン

グクッションぐらいで、長時

間乗務すると腰部に負担のか

かる業務だ。（つづく　事務

局：林繁行）
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9月の新聞記事から
9/1	 過労による精神疾患が原因で自殺したとし
て、広島市職員だった 20 代女性の遺族が市に損害賠
償を求めて広島地裁に起こした訴訟で、市は解決金
5000 万円の支払いや再発防止策の徹底などを条件に
遺族側と和解する。関連議案を市議会に提案し和解
する。女性は 2014 年入庁。児童手当の手続き業務を
担うなどして 14 年 12 月～ 15 年８月は月 100 時間
以上の時間外労働が続き、気分障害を発症して 15 年
10 月に自殺した。18 年１月に地方公務員災害補償基
金広島市支部から公務災害と認定され、遺族は同８
月、市に 8700 万円の損害賠償を求めて提訴した。

	 	 聴覚障害者向け人工内耳などの輸入販売業
「メドエルジャパン」（東京都）で働く女性社員が、
社長らから仕事を外されるなどのパワハラを受けた
として、同社に損害賠償を求める訴訟を東京地裁に
起こした。昇給されなかった損害や慰謝料など約 880
万円を求めている。

9/3	 任天堂（京都市）で正社員などの直接雇用に
つながる「紹介予定派遣」として働いていた保健師
の女性２人が、同社の産業医からパワハラを受けた
上、産業医との協力関係が築けなかったことを理由
に直接雇用を拒否されたのは不当として、同社と産
業医を相手取り、社員としての地位確認や損害賠償
を求め、８日にも京都地裁に提訴する。紹介予定派
遣の雇用拒否を巡る訴訟は全国初。

9/4	 積水化成品工業の滋賀事業所（甲賀市）に勤
務していた 30 代の男性従業員に違法な長時間労働を
させたとして、東近江労働基準監督署は、労働基準
法違反の疑いで、上司の男性グループ長と法人とし
ての同社を書類送検した。男性従業員は在職中に死
亡し、労災認定された。送検容疑は 2018 年３月 11
日～４月 10 日、男性従業員に労使協定を超える月
94.5 時間の違法な残業をさせた疑い。

	 	 建設現場でアスベストを吸い込み肺がんや中
皮腫などになったとして、労働者や遺族ら 121 人が
国と建材メーカー 18 社に約 43 億円を求めていた「首
都圏建設アスベスト東京第２陣訴訟」の判決で、東
京地裁は、国と５社に対して、13 億円超の支払いを
命じた。国が事業者に対して、防じんマスクを着用
させたり、アスベストの危険性を示す警告表示を出
せさたりすることを義務づけなかったことを違法だ
と判断した。国は 14 連敗となった。

9/8	 厚生労働省は、長時間労働が疑われる全国
約３万３千事業所を 2019 年度に調べたところ、約
47％に当たる１万 5593 事業所で、違法残業があった
との監督指導結果を公表した。一方、違法な残業の
あった事業所のうち、月 80 時間超の残業をした労働
者が確認されたのは約37％の5785事業所で最少だっ
た。

9/15	 名古屋市の電機設備会社「名阪電機」の社員
だった 37 歳の男性の自殺をめぐり、両親が同社など
に計約１億円の損害賠償を求めた訴訟が名古屋地裁
で和解した。会社側が男性の過重労働を認め謝罪し、
慰謝料を含む賠償金を払う。和解は９日付。男性は
2016 年 10 月、未経験だった制御盤のプログラム作
成を任され、業務量が増えたことも重なり、同 11 月

下旬ごろにうつ病を発症、同 12 月に自殺した。名古
屋南労働基準監督署は発症前１カ月の時間外労働を
約 120 時間と算定し、労災と認定した。

	 	 「ワタミ株式会社」に対して、高崎労働基準
監督署から残業代未払いに関する労働基準法 37 条違
反の是正勧告が出された。労基署に申告したＡさん
は、「ワタミの宅食」で正社員として勤務し、長時間
労働によって精神疾患に罹患して現在休職中。Ａさ
んの長時間残業は、発症１ヶ月前である６～７月に
は、月 175 時間だった。

9/16	 北九州市立総合体育館の管理に従事し、肺が
んを患って 2013 年に死亡した男性の遺族が、アスベ
スト対策を怠ったのが原因だとし、市と雇用した管
理会社に損害賠償を求めた訴訟の判決で、福岡地裁
は、体育館の安全性が不十分だったとして市と会社
の責任を認め、計 2580 万円の支払いを命じた。

9/17	 テレビ東京ホールディングス子会社の番組制
作会社「テレビ東京制作」（東京）の女性社員が適応
障害を発症したのは、48 日間連続での勤務など過重
労働が原因として、三田労働基準監督署が労災認定
していた。６月３日付。女性は 18 年２～３月、担
当する番組の制作のため休みが取れなくなった結果、
適応障害と診断された。19 年２月、残業代の未払い
分を会社に請求すると、減給などの懲戒処分を相次
いで受けたため同５月、残業代支払いや処分の無効
確認を求め東京地裁に提訴した。

9/23	 2010 年にトヨタ自動車の男性社員 (40）が自
殺したのは過重労働や上司のパワハラが原因として、
男性の妻ら遺族が同社に約 1億 2300 万円の損害賠償
を求めた訴訟の第 1回口頭弁論が名古屋地裁で開か
れ、トヨタ側は請求棄却を求めた。男性は 1990 年に
入社し、2008 年４月以降、新型プリウスの部品生産
ラインの立ち上げなどに従事。09 年 10 月ごろうつ
病となり、10 年 1月に自殺した。

9/26	 　テレビドラマの撮影現場で 2017 年、左脚
を骨折した俳優恩田恵美子さんが、休業補償を求め
労災申請している。恩田さんは長年、プロダクショ
ン会社から仕事を請け負う形で活動。労働基準監督
署などは個人事業主に当たるとして２度にわたり申
請を退けたが、恩田さんは「労働保険審査会に再審
査請求している。

	 	 神戸市灘区の特別養護老人ホーム「きしろ荘」
で、40 代女性職員が長時間労働とパワハラで精神障
害を発症したとして、神戸東労働基準監督署に労災
申請している。また、施設を運営する社会福祉法人「六
甲鶴寿園」は、時間外労働に伴う割増賃金などをめ
ぐり、同労基署から２度の是正勧告も受けた。

9/28	 飲食宅配代行サービス「ウーバーイーツ」の
運営会社は、自転車やバイクを使う配達員向けの補
償を 10 月 1 日から拡充する。配達員に支払う「医療
見舞金」の上限を 25 万円から 50 万円に引き上げる
のが柱だ。

9/30	 東証 1 部上場で食品物流事業を手掛ける C＆
F ロジホールディングス（HD）は、林原国雄社長が
社内で不適切な言動によるハラスメント行為をした
として、同日付で辞任したと発表した。
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